


「幼児」の交通事無くそう交通ルールを守ろう
と驚くべき数字です。 この中で小学校入学前の幼

児の交通事故は、死者=900人 負傷者=52，000人

1日平均145人、10分間に 1人以上の幼児がどこか

で交通事故で死んだり、ケカ、、をしていることにな

ります。痛ましいことです。

ホ交通事故を無くする。ことは県民ひとしく願う

ところです。

昨年 1年間の全国の交通事故は

件数=49万件

負傷者数=65万 人死者数=11 ，400人

どんな特徴があるか

交題字数多発トソ;t

3歳から 5歳までが

交通事故にあいやすい

保護者が同伴中も多い(全体のす)

幼児の交通事故には、

「とび出し」によるものが多い

午後の 2時から B時までが多い

自宅付近(100m ~500m)が多い

幼 児のひ と り歩きのときだけでなく、保護者同

伴 中にも多くの交通事故が起きている事実から、

親 などの不注意が原因と考えられ ます 。

交通事故防止は親などの保護者の務めであり、

きらには一般の大人が幼 い生命を守るという気持

ちをもつことが大切といえます。
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文
明
の
利
器
、
自
動
車
受
通
の
目
ざ

ま
し
い
発
達
は
、

わ
だ
し
た
ち
に
便
利

さ
と
と
も
に
、
他
方
で
は
突
通
事
故
の

恐
怖
を
与
え
て
い
ま
す
。

寸
注
意
一
秒
ケ
ガ

一
生
L

か
ら
寸
せ

ま
い
日
本
そ
ん
な
に
急
い
で
ど
こ
へ
行

<
」
ま
で
、
わ
た
し
だ
ち
の
突
通
安
全

へ
の
願
い
が
た
く
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

車
と
共
存
し
、
し
か
も
奈
通
事
故
に

オ

よ
る
被
害
者
を
出
さ
な
い
だ
め
に
、
わ

た
し
た
ち
は
車
社
会
の
実
情
を
知
り
、

そ
れ
に
対
応
し
た

ωが
け
と
そ
の
実
践

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
と
し
は
、
さ
る
昭
和
四
十
六
年
に

策
定
さ
れ
だ
寸
富
山
県
突
通
安
全
計
画
」

の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、

県
民
の
交
通

安
全
へ
の
努
力
が
い
っ
そ
う
の
実
を
結

ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。



昭
和
五
十
年
度

最
近
の
交
通
事
故

自
動
車
交
通
の
急
激
な
進
展
に
伴
い
、

年
を
追
っ
て
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

き
た
道
路
交
通
事
故
は
、
こ
こ
数
年
減

少
の
傾
向
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

富
山
県
に
お
い
て
も
、
昨
年
の
道
路

交
通
事
故
は
、
件
数
に
し
て
四
、
二
三

ー了~三三之ー
E 璽. -...._匂見‘ー『一一ーヨ『ー

マ 交通事故ゼロをねがって
立つ交通安全塔

す
。
こ
の
ほ
か
、
国
道
四
一
号
線
お
よ

ぴ
一
六

O
号
線
の
危
険
地
帯
に
擁
壁
、

落
石
防
止
さ
く
の
設
置
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
通
学
通
園
路
に
お
け
る
交
通

安
全
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
と
く

に
配
』
慮
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

道
路
使
用
の

適
正
化
等

三
十
万
台
を
こ
え
て
な
お
自
動
車
が

増
加
す
る
に
伴
い
、
市
街
地
道
路
に
お

け
る
不
法
駐
車
が
め
だ

っ
で
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
道
路
の
効
用
を
さ
ま
た

げ
る
ば
か
り
か
、
交
通
事
故
の
原
因
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
計
画

的
な
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
市
街
地

道
路
、
と
く
に
通
学
通
園
路
を
重
点
と

し
た
行
政
指
導
や
取
り
締
り
を
強
化
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
悪
質

な
も
の
に
対
し
て
は
、
レ

ッ
・カ
l
車
に

よ
る
実
力
排
除
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
使
用
お
よ
び
占
用
に
つ

い
て
は
極
力
制
限
し
、
無
秩
序
な
掘
り

返
し
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、
安
全
確

保
の
た
め
の
指
導
監
督
を
強
化
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

五のこ
出確ど
寺保も
c の
ち 遊
三 び
ふ 場
ら 何

起

O
件
、
死
者
一
三
三
名
、
傷
者
五
、
五

六
五
有
人
身
事
故
件
数
と
傷
者
で
は

五
年
連
続
、
死
者
数
で
は
二
年
連
続
し

て
減
少
を
み
ま
し
た
。

し
か
し
年
間
約
五
、
七

O
O人
に
も

及
ぶ
死
傷
者
が
あ
り
、
し
か
も
、
道
路

交
通
の
弱
者
と
い
わ
れ
る
こ
ど
も
と
老

声"“静」こ
る
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、
児

童
等
に
屋
外
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場

を
提
供
す
る
た
め
、
以
前
か
ら
児
童
公

園
や
運
動
公
園
の
設
置
に
つ
と
め
て
き

ま
し
た
。
こ
と
し
三
月
現
在
県
下
の
児

童
公
園
等
は
二
六
五
園
で
す
が
、
ま
だ

十
分
と
は
い
え
な
い
の
で
、
さ
ら
に
二

九
か
所
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

たll9 

交
通
安
全
思
想
の

普
及
徹
底

交
通
事
故
防
止
の
基
本
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
道
路
を
利
用
す
る
す
べ
て
の

人
が
、
人
命
尊
重
の
気
持
ち
を
も
ち
、

「
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
L

こ
と
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
計
画
で
も
、
県
民
の
交
通
安

全
思
想
の
高
揚
を
重
点
に
と
り
あ
げ
て
、

対
策
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
す
学
校
に
お
い
て
は
、
小
、
中
学

校
、
高
校
別
に
「
交
通
安
全
指
導
研
究

協
力
校
」
を
指
定
し
、
交
通
安
全
指
導

や
、
自
主
的
な
児
童
、
生
徒
活
動
の
充

実
に
つ
と
め
る
ほ
か
、
講
習
会
や
協
議

会
を
年
に
数
回
聞
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
に
お
け
る
親
子
教

室
、
小
中
学
校
に
お
け
る
自
転
車
の
安

全
な
乗
り
方
教
室
、
高
校
生
の
二
輪
車

安
全
運
転
教
室
な
ど
を
聞
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

次
に
社
会
教
育
の
場
で
は
、
少
年
教

人
の
事
故
が
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る

事
実
か
ら
は
、
交
通
事
故
が
依
然
と
し

て
県
民
生
活
に
多
大
の
損
害
と
不
安
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
列
車
運
転
の
高
速
化

・
高
密

度
化
に
伴
う
鉄
軌
道
の
運
転
事
故
及
び

踏
切
事
故
は
、

ひ
と
た
び
発
生
し
た
場

合
に
は
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
ま
す
。

そ
の
防
止
は
道
路
交
通
事
故
の
防
止
と

同
じ
く
、

一
刻
も
ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
問
題
で
す
。

今
後
も
予
想
さ
れ
る
道
路
交
通
事
故

や
鉄
軌
道
お
よ
び
踏
切
道
の
重
大
事
故

を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

人
命
尊
重
は

何
も
の
に
も
優
先
す
る
と
の
認
識
の
も

と
に
、
交
通
安
全
対
策
全
般
に
わ
た
り

総
合
的
か
つ
長
期
的
な
視
野
に
た

っ
た

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
と
し
の
交
通
安
全
実
施
計
画
は
、

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
さ
る
昭
和
四
十

六
年
に
策
定
し
た
、
富
山
県
交
通
安
全

計
画
(五
か
年
計
画
)
の
最
終
年
度
に
当

た
り
、
交
通
安
全
対
策
の
基
本
と
な
る

も
の
で
、
そ
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い

と
い
え
ま
す
。

交通事故の年別推移

6，144 
- ・唱¥
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日召49

そ
の
具
体
的
な
内
容
を
、
次
に
紹
介

1
V
宇
ナ
し
ょ
、っ
。

道
路
交
通
環
境
の

整
備

最
近
の
道
路
交
通
の
実
態
に
照
ら
し
、

交
通
事
故
、
と
く
に
死
亡
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、

「安
全
」「
円
滑
L

「無
公
害
」

の
道
路
交
通
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
が

基
本
目
標
で
す
。

そ
こ
で
、
交
通
信
号
機

一
O
八
基
、

道
路
標
識
六
、

O
五
九
本
、
ロ
ー
ド
フ

ラ
ッ
シ
ャ

l
四
基
の
設
置
を
は
じ
め
と

日召48日召47日召46日召45
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し
て
、
富
山

・
高
岡
市
街
地
に
お
け
る

都
市
総
合
交
通
規
制
や
パ
ス
レ
l
ン
の

拡
大
、
標
識
の
大
型
化
、
可
変
標
識
の

導
入
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
こ
と
し
は
交
通
安
全
施
設
整

備
五
か
年
計
画
の
最
終
年
度
で
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
重
点
目
標
を
歩
行
者
保

護
に
お
き
、
地
下
歩
道

一
か
所
を
設
置

す
る
ほ
か
、
歩
行
者
の
多
い
市
街
地
を

中
心
に

一
般
歩
道
の
整
備
を
積
極
的
に

進
め
ま
す
。
ま
た
、
道
路
照
明
灯
六
八

基
、
防
護
さ
く
三

・
七
肢
を
設
置
し
ま

青
年
学
級
、
家
庭
教
育
学
級
、

P

T
A
成
人
教
室
、
高
令
者
教
室
、
八
ム
民

講
座
な
ど
に
交
通
安
全
教
育
の
時
間
を

も
う
け
、
年
令
に
応
じ
た
指
導
を
行
な

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
幼
児
に
対
し

て
は
幼
稚
園
児
、
保
育
園
児
を
対
象
と

し
た
「
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
」
(
ら

い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
)
の
結
成
を
通
し
て
、

高
令
者
に
対
し
て
は
老
人
ホ

l
ム
、
老

人
ク
ラ
ブ
等
の
活
動
を
通
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
指
導
に
努
め
、

安
全
を
た
し
か
め
て
行
動
で
き
る
習
慣

を
養
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第
三
の
柱
で
あ
る
交
通
安
全
活
動
に

つ
い
て
は
、
交
通
模
範
の
日
や
春
、
秋

室

の
全
国
交
通
安
全
運
動
、
夏
と
年
末
年

始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
を
積
極

的
に
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
県
民
大
会
、
県
民
会
議
を
開
催
し

て
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
と
交

通
道
徳
の
高
揚
を
は
か
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

豆玉

車
輔
の
安
全
な

運
転
の
確
保

交
通
事
故
の
う
ち
自
動
車
運
転
者
に

責
任
の
あ
る
事
故
は
、
全
体
の
九
九
%

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
従
来
か

ら
、
安
全
運
転
の
確
保
が
最
重
点
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
計
画

3 

で
も
さ
ら
に
強
力
な
推
進
策
が
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
自
動
車
運
転
者
の
養
成
が
主

に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
い
て
行
な

わ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
教
習
所
に
対

す
る
指
導
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
初
心
者
の
資
質
の

向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
一
般
試
験

の
合
検
者
に
対
し
て
は
、

県
運
転
教
育

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
交
通
安
全
教
育
を

行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

既
成
運
転
者
に
対
す
る
教
育
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
適
性
検
査
器
材
の
整
備

充
実
、
雇
用
者
、
運
行
管
理
者
、
安
全

運
転
管
理
者
に
対
す
る
講
習
会
、
研
修



会
の
内
容
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

自
動
車
運
送
業
に
つ
い
て
は
、
運
転

者
の
適
性
診
断
、
矯
正
指
導
を
行
な
う

ほ
か
、
労
働
時
間
、
労
働
条
件
の
適
正

対
策
を
通
じ
て
交
通
事
故
の
防
止
を
は

か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
公
害
防
止
と
安
全
確
保
の
見

地
か
ら
は
、
自
動
車
点
検
整
備
の
徹
底

を
は
か
る
と
と
も
に
、
街
頭
検
査
や
整

備
管
理
者
の
研
修
を
行
な
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
自
動
車
分
解
整
備
業

の
構
造
改
善
計
画
を
積
極
的
に
指
導
し
、

定
期
点
検
整
備
の
受
入
体
制
の
確
立
と

作
業
精
度
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

ー--L占ノ、

交
通
情
報
の
充
実

道
路
交
通
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
交

通
渋
滞
情
報
の
収
集
と
異
常
気
象
時
な

ど
危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
措
置
に

重
点
を
置
き
ま
す
。
そ
の
た
め
県
内
八

ブ
ロ

ッ
ク
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し
、
情
報
を
積
極
的
に
収
集
す
る
ほ
か
、

測
候
所
、
観
測
所
の
テ
レ
メ
ー
タ
l
化

を
推
進
し
、
気
象
監
視
体
制
と
予
報
制

度
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
異
常
時
に
は
適
切
な
交
通

規
制
を
実
施
す
る
ほ
か
報
道
機
関
や
交

通
情
報
セ
ン
タ
ー
に
早
期
に
情
報
を
提

供
し
、
一
般
県
民
、
運
転
者
に
周
知
を

働
く
若
者
に
大
き
な
期
待

充
実
し
た
職
業
生
活
を

働
く
青
少
年
は
全
国
で
一
千
万
人
に

達
し
、
わ
が
国
の
産
業
と
社
会
の
将
来

を
に
な
う
若
い
力
と
し
て
、
そ
の
健
全

な
成
長
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
勤
労
青
少
年
に
つ
い
て

は
、
諸
般
の
法
的
な
保
障
は
あ
る
も
の

の
、
な
お
、
採
用

・
労
働
条
件

・
職
業

生
活
の
面
で
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
勤
労
青
少
年
が
充
実
し

た
職
業
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ま
た
職
業
人
と
し
て
す
こ
や
か

に
成
長
で
き
る
よ
う
、
園
、
県
、
事
業

主
が
一
体
と
な
っ
て
勤
労
青
少
年
の
福

祉
の
増
進
を
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、

職
業
指
導
の
充
実
、
職
業
訓

勝
仰
'
奨
励
、
さ
ら
に
は
余
暇
の
有
意
義

な
活
用
を
は
か
る
た
め
各
種
福
祉
施
設

を
設
置
す
る
な
ど
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
推
進
事
業
が
必
要
で
す
。

七
月
の
第
三
土
曜
日

こ
の
ほ
か
、
勤
労
青
少
年
の
福
祉
を

は
か
る
た
め
に
は
、
た
ん
に
国
、
県
、

事
業
主
の
措
置
だ
け
で
は
な
く
広
く
一

般
の
方
々
に
理
解
を
求
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
見
地
か
ら
、
毎
年
七
月

第
三
土
曜
日
を
「
勤
労
青
少
年
の
日
」

と
す
る
こ
と
が
「
勤
労
青
少
年
福
祉
法
」

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
七
月
十
九
日
が
こ
の
日
に

あ
た
り
ま
す
。

自
己
の
役
割
の
自
覚
を

こ
の
日
は
、
勤
労
青
少
年
が
希
望
と

意
欲
を
も
っ
て
働
け
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
社
会
一
般
の
理
解
と
関

心
が
深
ま
る
よ
う
、
ま
た
、
勤
労
青
少

年
自
身
も
自
己
の
役
割
を
十
分
自
覚
し

て
そ
の
能
力
を
伸
ば
し
、
身
体
を
鍛
え
、

立
派
な
職
業
人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ

う
に
、
国
民
こ
ぞ
っ
て
勤
労
青
少
年
を

激
励
す
る
た
め
の
日
、
と
さ
れ
て
い
ま

す
。勤

労
青
少
年
の
日
に
は
、
国
や
県
あ

る
い
は
市
町
村
な
ど
で
趣
旨
の
普
及
も

あ
わ
せ
、

「
勤
労
青
少
年
激
励
大
会
」

「
優
良
勤
労
青
少
年
・優
良
勤
労
青
少
年

ク
ラ
ブ
や
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
勤
労
青
少

年
福
祉
功
労
者
や
功
労
団
体
に
対
す
る

表
彰
」
「
文
化
祭
・体
育
祭

・
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
大
会
」
な
ど
、
こ
の
日
の
趣

旨
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
が
全
国
各
地
で

聞
か
れ
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
労
働
省
の
主
催
で

東
京
中
野
の
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
七

月
十
九
日
に
中
央
大
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

県
内
で
も
、
県
と
勤
労
青
少
年
ホ
l

ム
設
置
市
町
の
共
催
で
勤
労
青
少
年
の

日
を
よ
り
意
義
深
い
も
の
に
す
る
た
め
、

毎
年
、

「パ

ス
ハ
イ
ク
」「
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
」

「歌
ご
え
の
つ
ど
い
」
な
ど
の
記

念
行
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
記
念
行
事

こ
と
し
は
、
富
山
市

・
高
岡
市

・
新

湊
市

・
魚
津
市

・
氷
見
市

・
滑
川
市

・

は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
交
通
の
安
全

鉄
道
交
通
の
安
全
の
た
め
、
本
年
度

は
五
億
六
千
五
百
万
円
の
事
業
費
で
、

線
路
施
設
と
信
号
保
安
設
備
の
整
備
を

は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
安

全
運
行
の
確
保
の
た
め
、
乗
務
員
等
に

対
し
て
新
し
い
知
識
技
能
の
修
得
の
た

め
の
教
育
訓
練
や
、
異
常
時
に
対
処
す

る
た
め
の
訓
練
を
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

寸ニ2ノ可、

踏
切
道
に
お
け
る

交
通
安
全

踏
切
道
に
お
け
る
安
全
を
は
か
る
た

め
、
道
路
の
し
ゃ
断
時
聞
が
長
く
、
か

つ
、
交
通
量
の
多
い
踏
切
に
つ
い
て
立

体
交
差
化
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
四
種
踏
切
二
九
か
所
を
一
種

踏
切
に
改
良
す
る
ほ
か
、
踏
切
道
と
取

付
道
路
と
の
幅
差
が
著
し
い
も
の
や
、

舗
装
の
悪
い
箇
所
を
拡
幅
す
る
な
ど
踏

切
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

ブし

救
急
体
制
の
整
備

昭
和
五
十
年
三
月
現
在
の
救
急
業
務

市
町
村
は
九
市
十
八
町
四
村
で
、
未
設

置
は
四
村
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
未

設
置
村
に
つ
い
て
は
隣
接
市
町
へ
の
委

託
、
ま
た
は

「富
山
県
消
防
相
互
応
援

協
定
」
の
運
用
に
よ
り
、
救
急
業
務
を

進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
救
急
隊
に
つ
い
て
は
、
砺

波
市
、
射
水
消
防
組
合
、
小
矢
部
市
に

そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

と
し
十
月
に
北
陸
自
動
車
道
小
杉
l

富

山
聞
が
開
通
す
る
の
に
伴
い
、
さ
ら
に

一
隊
を
設
置
し
ま
す
。

救
急
医
療
施
設
に
つ
い
て
も
、
脳
神

経
外
科
医
師
の
確
保
に
努
力
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

一十

被
害
者
救
護
活
動

の
推
進

交
通
事
故
相
談
活
動
の
活
発
化
を
は

か
る
と
と
も
に
、
被
害
者
の
利
便
を
考

え
て
、
魚
津

・
砺
波
:
黒
部
・
新
湊

・

氷
見

・
小
矢
部
の
六
市
で
定
期
巡
回
相

談
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
事
故
被
災
世
帯
に
対
す

る
生
活
つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付
、
交
通
遺

児
に
対
す
る
激
励
金
の
支
給
の
ほ
か
、

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
の
資
金

貸
付
制
度
の
活
用
等
に
よ
っ
て
、
被
害

者
救
済
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

4 

以
上
の
ほ
か
、
交
通
事
故
多
発
地
点

の
調
査
、
分
析
、
積
雪
時
に
お
け
る
安

全
確
保
等
に
つ
い
て
も
、
有
効
適
切
な

対
策
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

砺
波
市

・
小
矢
部
市

・
城
端
町
・

福
岡

町

・
新
川
広
域
圏
(
入
善
)
の
一

市
町

で
、
勤
労
青
少
年
の
日
を
中
心
に
、
寸
キ

5 

ヤ
ン
プ
」

・
「
パ
ス
ハ
イ
ク
」
「
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
つ
ど
い
L

等
の
多
彩
な
記
念

行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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こ
と
し
の
地
価
公
示
価
格
が
、
五

月
一
日
付
の
官
報
や
新
聞
で
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
地
価
は
昭

和
四
十
八
年
i
四
十
九
年
の
二
年
間

で
六
十
%
以
上
も
上
昇
し
「
狂
乱
地

価
L

と
も
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
と

し
は
調
査
し
た
ほ
と
ん
ど
の
地
点
の

地
価
が
下
落
し
、
県
内
で
は
昭
和
四

十
九
年
一
月
一
日
と
昭
和
五
十
年
一

月
一
日
と
で
は
平
均
で
八
・
一
%
の

値
下
が
り
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
用
途
地
域
別
に
み
ま
す
と
、
住

居
地
域
は
七

・
七
%
、
商
業
地
域
は

九

・
八
%
、
準
工
業
地
域
は
四

・
八

%
と
そ
れ
ぞ
れ
下
落
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
地
価
の
下
落
は
昭
和
四

十
五
年
に
地
価
公
示
制
度
が
始
ま
っ

て
以
来
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

こ
の
理
由
と
し
て
、
国
土
利
用
計

画
法
に
よ
る
地
価
の
安
定
施
策
や
総

需
要
抑
制
に
伴
、
つ
金
融
引
き
締
め
な

と
、
土
地
の
取
引
を
す
る
者
は
公
示

価
格
を
目
安
に
取
引
を
行
な
、つ
よ、っ

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
公

共
用
地
の
取
得
価
格
も
公
示
価
格
を

基
準
と
し
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

対
象
区
域
お
よ
び
地
点
数

県
内
の
地
価
公
示
対
象
区
域
に
は
、

市
街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化
調
整
区

域
の
全
域
の
ほ
か
、
市
街
化
区
域
な

ど
を
定
め
て
い
な
い
市
の
区
域
全
域

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
対
象
区
域
の
な
か
か
ら
標
準

地
を
選
ん
で
い
ま
す
が
、
市
街
化
区

域
で
は
一
平
方
昨
日
当
た
り
一
地
点
、

市
街
化
調
整
区
域
で
は
二
十
平
方
同
日

当
た
り
一
地
点
、
市
街
化
区
域
等
を

定
め
て
い
な
い
市
の
都
市
計
画
区
域

で
は
一
市
当
た
り
三
地
点
の
割
合
で

設
定
き
れ
て
い
ま
す
。

公
示
価
格
と
決
定
の
し
く
み

ま関
すで公
。 あ示

る価
土格
地は
鑑
定国
委土
貝 庁
会の
が附
定属
め機

委
員
会
は
、
公
示
価
格
の
決
定
に

あ
た

っ
て
、
各
標
準
地
に
つ
い
て
二

人
以
上
の
不
動
産
鑑
定
士
(
補
)
の
鑑

定
評
価
を
求
め
、
そ
の
結
果
を
審
査

ど
に
よ
る
景
気
の
低
退
が
、
大
き
な

要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
地
価
公
示
制
度
に
つ

い
て
正
し
い
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
に
、
こ
の
制
度
の
ね
ら
い
と
し
く

み
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
し
ょ

、司ノ
。

地
価
公
示
制
度
の
ね
ら
い

地
価
公
示
制
度
は
毎
年
一
回
標
準

的
な
土
地
(
「
標
準
地
L

と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。)
を
選
定
し
、
県
民
の
み
な

さ
ん
に
正
常
な
価
格
を
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
価
の
水
準
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
は
、

他
の
商
品
の
場
合
と
違
っ
て
土
地
の

価
格
が
い
く
ら
か
と
い
う
こ
と
を
判

断
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
た
め

で
す
。

ま
た
地
価
公
示
が
行
な
わ
れ
ま
す

-調
整
し
て
正
し
い
価
格
を
判
定
す

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
示
さ
れ
て
い
る
価
格
は
、
専
門

家
の
間
で
「
正
常
価
格
」
と
い
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
現
実
の
取
引
の

場
合
に
は
売
り
手
と
買
い
手
の
双
方

に
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
や
動
機
が
あ
り

そ
の
た
め
正
常
価
格
よ
り
高
い
価
格

で
取
引
き
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
逆
に

低
い
価
格
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
八
ム
示
価
格
は
売
り
手
に

も
買
い
手
に
も
か
た
よ
ら
な
い
適
正

な
価
格
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

公
示
価
格
を
閲
覧

で
き
る
場
所

公
示
は
官
報
で
行
な
わ
れ
ま
す
が
、

各
市
町
村
の
窓
口
へ
行
け
ば
、
誰
で

も
官
報
と
同
じ
内
容
を
記
載
し
た
書

類
と
標
準
地
の
位
置
を
書
き
こ
ん
だ

地
図
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
書
類
に
は
標
準
地
の
価
格
の
ほ
か
、

標
準
地
の
形
、
周
辺
の
土
地
の
現
況
、

面
し
て
い
る
道
路
の
状
況
、
水
道
・

ガ
ス
・
下
水
道
の
状
況
、
駅
ま
で
の

距
離
、
都
市
計
画
法
等
に
基
づ
く
制

限
な
ど
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。」

の
機
会
に
、
土
地
の
ね
だ
ん
に

つ
い
て
強
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

ム は減少

標 準 地 49 年 50 年 愛動率悌 標準地 49 年 50 年 事室動率悌
.準工業旭概内の宅地 【砺波市】

上回屋821-1 180 165 .0.. 8.3 .住宅地
上北島33-2 325 298 .0.. 8.3 太郎丸字鍋島2493-2 2∞ 
荻布字前向258-3 225 198 .0..12.0 鷹栖出字宮島152-5 145 137 .0.. 5.5 
吉久2丁目2618-7 60 52 .0..13.3 .商業地

-工業地 出町271-1 890 775 .0..12.9 
伏木1丁目78-1 95 88 .0.. 7.4 【小矢部市】
4砂市街化問聾区棋内の宅地 .住宅地
太田字中村2838-1 57 55 .0.. 3.5 西町2752-55 175 162 .0.. 7.4 
答野出字西古川原田1140 60 55 L>. 8.3 埴生字北反畝1594-6 101 92 .0.. 8.9 
東石堤字屋敷田414 94 85 L>. 9.6 .商業地
佐野字善津島1222-5 150 135 .0..10.0 石動町2∞2 1.0∞ 920 .0.. 8.0 
中田上麻生主字宮崎1218-1 57 52 .0.. 8.8 【舟構村】

【新漢市】 4砂市街化閤聾区戚内の宅地
.住宅地 竹 内 字 水 込897-3 85 78 .0.. 8.2 
三 日曽根20-11 230 215 .0.. 6.5 東芦原字中沼327-2 . 30 28 .0.. 6.7 
八幡町3丁目233 250 213 .0..14.8 【婦中町】

海 老 江 練 合141 63 56 .0..11.1 .住宅地
.商業地 速星352-5 140 133 .0.. 5.0 
立町1512-1 1.100 1.α)() .0.. 9.1 笹倉449 126 120 .0.. 4.8 
本町2丁目1329 420 358 .0..14.8 長 沢 字 中 町42∞-2 111 104 .0.. 6.3 
4砂準工業地観内の宅地 上田島36-1 130 124 .0.. 4.6 
庄西町1丁目598-1 3∞ 260 .0..13.3 【小杉町】

堀岡明神新字西ノ開47-1 76 68 .0..10.5 .住宅地
.工業地 三ケ1431-1 245 218 .0..11.0 
奈呉の江13-3 77 77 品。手崎字回数1581 225 205 .0.. 8.9 
4砂市街化調整区概内の宅地 三 ケ字中吉原33叩 148 136 .0.. 8.1 
松木字川除2059-3 1∞ 87 .0..13.0 戸破字加茂1667-1 166 153 .0.. 7.8 

【魚津市】 戸破字神川2523-6 150 138 .0.. 8.0 
4・住宅地 三ケ字茶ノ木1585 195 179 .0.. 8.2 
友道字中沼1725-1 145 140 .0.. 3.4 .商業地
吉島字五十里2479-4 120 115 .0.. 4.2 三ケ字中吉原3654-1 825 715 .0..13.3 
.商業地 .市街化調整区圏内の宅地
中央通り 1丁目717 1.140 1.030 .0.. 9.6 黒 河 字 竹 山3748 66 60 .0.. 9.1 

【氷見市】 【大門町】
.住宅地 .住宅地
幸町4403-1 182 二口字馬渡り846-1 162 154 .0.. 4.9 
栄町1434-114 128 118 .0.. 7.8 二口字轟 988-1 109 101 .0.. 7.3 
4・商業地 二口字南野割 2449-1 136 126 .0.. 7.4 
比美町178 1.2∞ 1.080 .0..10.0 .商業地

【滑川市】 二口字光明寺2936-9 280 263 .0.. 6.1 
.住宅地 4砂市街化園整区館内の宅地
下小泉町105-1 275 253 .0.. 8.0 串田字西大坪1756 23 22 .0.. 4.3 
高月町149 43 38 .0..11.6 【下 平副
.商業地 4砂市街化調整区埠内の宅地
下小泉町336-9 605 加茂字太子田3166-1 90 83 .0.. 7.8 

【黒部市】 白石字中ノ原1480-1 72 64 .0..11.1 
.住宅地 【大島町】
中野道字早稲田3-2 159 145 .0.. 8.8 .住宅地
生地神区304-6 109 102 L>. 6.4 若杉252 140 129 .0.. 7.9 
.商業地 小島1176-1 146 134 .0.. 8.2 
=日市字桜枝3117一甲 945 860 .0.. 9.0 赤 井 字 水 落26-1 123 113 .0.. 8.1 

B 

単位百円(更地価格)l平方fz当たり県内の地価公示価格一覧

4・住【宅富地山 -市E】雪 準 地

49 年 50 年 望室動諸問骨 標準地 49 年 50 年 妻室動率悌

諏訪川原1丁目10-14 1.100 990 .0..10.0 
桜橋i湿り5-4 1.800 1.560 .0..13.3 

府 i橋南町7-5 660 615 .0.. 6.8 一 番町1-4 1.800 1.710 .0.. 5.0 
四方西岩瀬字萩野235 61 59 .0.. 3.3 新宮町1丁目1-4 4.550 3.930 .0..13.6 
城川原字屋敷31-1 145 133 品 8.3 東岩瀬町字 新 川 町345 440 388 .0..11.8 
大江干91 133 123 .0.. 7.5 千代田町字方て池割7-11 368 330 .0..10.3 
呉羽町字三舛苅4937-3 203 187 .0.. 7.9 .準工業地概内の宅地

北 代 字布口4514-2 165 153 .0.. 7.3 水橋沖字東五百77-4 110 108 .0.. 1.8 
蓮町字平均割3-1 125 117 .0.. 6.4 中 富居字下大根割37-1 143 132 .0.. 7.7 
豊田字北代割1-1 180 166 .0.. 7.8 黒 瀬字 円 子 割102-1 300 275 .0.. 8.3 
秋吉字台口割136-11 238 220 .0.. 7.6 蓮町字一本木割144-1 200 191 .0.. 4.5 
石坂字鶴見2119-2 195 176 .0.. 9.7 下宮居2丁目字八幡割38-5 146 134 .0.. 8.2 
住友町252-1 95 94 .0.. 1.1 岩瀬赤田町16 125 118 .0.. 5.6 
公文名字東田割26-1 196 184 .0.. 6.1 上 赤 江 町1丁目字東条割746-4 164 151 .0.. 7.9 
高畳敷字上り立割719-14 170 162 .0.. 4.7 黒 瀬字 大 屋 割60-2 191 175 .0.. 8.4 
水橋町字大町544-6 90 83 .0.. 7.8 田中町字道上割124-1 450 408 品 9.3
森字五方割705-7 124 117 L>. 5.6 -工業 地
長 江357-1 228 208 .0.. 8.8 向新庄978 100 93 .0.. 7.0 
中島3丁目字立割93 203 185 .0.. 8.9 .市街化調整区踊内の宅地

下新本町字早稲田割二番2-4 215 198 品 7.9 呉羽野田字村巻246-2 20 19 .0.. 5.0 
開字藤四郎辻割10-8 180 166 ム 7.8 古沢字上東野6846-1 61 56 .0.. 8.2 
粟島町3丁目字西苗代250-1 2∞ 185 .0.. 7.5 下飯野16 56 55 .0.. 1.8 

向新庄189-1 215 198 .0.. 7.9 羽根字三歩一割1177-1 120 110 .0.. 8.3 
五 福 字早稲田5683-2 225 208 ι 7.6 水橋開発字水アビ)11735-5 75 70 .0.. 6.7 
新庄 新町字銀納屋敷1-17 218 200 L>. 8.3 月間新字藤塚割99-2 105 97 .0.. 7.6 
二 口町字山倉割233-1 190 180 .0.. 5.3 【高岡市】

下堀字神田割86-4 193 188 品 2.6 .住宅地

西公文名町4-8 320 290 .0.. 9.4 本丸町347 600 555 .0.. 7.5 
堀川小泉町1丁目12-15 400 373 L>. 6.7 江尻字村中728-1 175 160 .0.. 8.6 
西中 野町1丁目2-12 400 383 .0.. 4.2 古定塚49-1 258 238 .0.. 7.8 

長柄町2丁目6-3 420 388 .0.. 7.6 伏 木 矢 田315-2 138 123 .0..10.9 

布瀬町字黒免割590-4 245 225 品 8.2 野村383-3 200 185 .0.. 7.5 

大町字道館割127-6 210 190 .0.. 9.5 波岡130-6 155 143 .0.. 7.7 

奥田寿町字桶川1-29 420 403 .0.. 4.0 永楽町1077-10 200 185 .0.. 7.5 

磯部町2丁 目2-5 555 510 品 8.1 神主町40 265 230 .0..13.2 I 
雄山町4-2 380 350 L>. 7.9 大野254-4 310 268 .0..13.5 
牛島 本町2丁目字荒田713-33 225 205 .0.. 8.9 赤祖父225 270 235 .0..13.0 
水橋町畠等字花井161-3 60 55 .0.. 8.3 木津1324-7 250 225 .0..10.0 

辰巳町2丁目4-9 610 565 .0.. 7.4 三女子87-2 158 147 .0.. 7.0 

. 宅地見込地 伏 木 本 町1374-1 173 159 .0.. 8.1 

飯野字前田割32-1 54 54 O 伏木古府2丁目245 205 190 .0.. 7.3 

4・商業地 下牧野字江又木1535-1 121 110 .0.. 9.1 

総曲輪3丁目4-11 9.700 9.200 .0.. 5.2 中田字移田野48-2 120 110 .0.. 8.3 

水 橋辻ケ堂字山田割106 150 139 .0.. 7.3 戸出町3丁目1225-2 170 155 .0.. 8.8 

南田町2丁目3-4 975 890 ι 8.7 .宅地見込地

呉 羽町字世間瀬町3025-1 295 280 .0.. 5.1 木津625-1 123 
永楽町字竹lI$.12-18 6∞ 540 .0..10.0 .商業地

五福字善尋1021-1 695 635 品 8.6 末広町字吉田1017-1 7.000 6.5∞ .0.. 7.1 
小泉町字古道割185 810 730 .0.. 9.9 御旅屋町89-7 2.800 2.5∞ 品 10.7

元町1丁目1-5 855 790 .0.. 7.6 利屋町49-2 355 330 .0.. 7.0 

大町字道懐割282-8 1.040 955 .0.. 8.2 伏木中央町10-5 520 470 .0.. 9.6 

豊川町 1-2 1.490 1.290 .0..13.4 
伏伏木木湊古町国4府72-778 

420 365 .0..13.1 

宝 町1丁目4-7 1._960 1.700 .0..13.3 575 515 """"10.4 

フ



楽
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遊
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合
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設

〈
呉
羽
少
年
自
然
の
家
〉

「
近
頃
の
子
ど
も
は
遊
び
方
も
知
ら

な
い
。
昔
の
オ
レ
た
ち
だ

っ
た
ら
、
家

の
近
く
に
あ
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
材
料
を

拾
っ
て
き
て
は
遊
び
の
道
具
を
つ
く
っ

た
も
ん
だ
が
な
あ
。
今
の
子
ど
も
は
無

気
力
と
い
う
か
、
遊
ぶ
元
気
す
ら
な
く

な
っ
て
い
る
み
た
い
だ
な
あ
」

「
今
の
子
ど
も
は
:
:
:
」
と
い
う
の

皿液は

あくまでも人体から得られる

生体臓器の一部であって

一般医薬日とは

墓本的に異なるものである

だから献皿事業は

相互連帯の基本精神にもとづき

みんなの協力を得て

はじめて達成される

もうひとつの愛を
愛の血液助け合い運動
(7月18から318) 

は
、
い
つ
の
時
代
に
も
い
わ
れ
る
大
人

の
愚
痴
と
い
う
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
o

n
子
ど
も
た
ち
の
た
め
。
と
か

η
安
全

で
お
と
な
し
く
遊
ぶ
u

と
い
っ
た
「
柵
」

や
「
金
網
」
を
は
ず
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
欲
求
に
合
わ
せ
た
遊
び
場
を
と
少

年
自
然
の
家
で
は
考
え
て
い
ま
す
。
遊

び
を
通
し
て
お
互
い
の
未
知
を
知
り
、

新
し
い
発
見
を
し
、
友
情
を
育
て
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

山
の
雪
が
と
け
、
若
芽
が
吹
き
出
す

と
同
時
に
少
年
自
然
の
家
は
忙
し
く
な

り
ま
し
た
。
五
月
ま
で
利
用
き
れ
た
皆

き
ん
方
の
実
数
と
、
五
月
以
降
利
用
申

込
み
を
受
け
て
い
る
状
況
は
表
川
の
と

お
り
で
す
。

〈
県
青
年
の
家
〉

青
年
が
、
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
気
軽

に
使
え
、
青
年
の
自
主
的
活
動
の
場
で

あ
る
県
青
年
の
家
は
、
若
い
仲
間
の
学

習
や
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
宿
泊
も
十
分

で
き
る
施
設
で
す
。

O
県
青
年
の
家
は
便
利
な
と
こ
ろ
に
あ

.献血の申し込み、相鮫は・..

・富山県厚生部薬務課(宮富山31-4111)

・各保健所 ・各市町村

・富山県赤十字血液セ ンター(宮富山41-5733)

・ 同 高岡出張所(宮高岡23一0204)

り
ま
す

0

・
地
鉄
パ
ス
(
富
山
駅
前
よ
り
高
岡
方

面
行
)
富
山
大
学
前
下
車
徒
歩
五
分

・
地
鉄
パ
ス
(
富
山
駅
前
よ
り
長
沢
、

速
星
、
富
山
循
環
)
下
野
口
下
車
徒

歩
二
分

-
高
山
線

O
料
金
が
安
〈
(表
2

・
3
)、
日
帰
り

も
で
き
ま
す
。
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県
青
年
の
家
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(2)県青年の家の宿泊料および食事料

食事料
l泊3食

宿泊料 備考
朝食 昼食 夕食 の経費

円 円 円 円 円 食事料に主食
30歳未満 100 160 180 240 680 (米)料金は含

まれていませ

ん(米は持参

30歳以上 160 160 180 240 740 することが原

則です)

.16歳""'65歳までの人怠ら
鑑でも献血できるのです

・体重が男子45kg ・過去に肝炎にかかったこ

女子40kg以上の人 とのない人

・血液比重が1.052 ・最高血液が100-200の人

以上の人 ・最低血圧が 50-100の人

.こんな手術lこは
これだけの血渡ガいる

脳手術(4-10人介)

肺手術(14人介)

人工心肺(30人分)

心臓手術(7人介)

胃潰ょ う手術(11人介)

胃がん手術(24人介)

( 1人分の献血=200m2)

.あしらせ

手術で輸血を受けた血液

代金の自己負担分は、お

返しします。詳しい手続

きは、医療機関の窓口か

富山県赤十字血液センタ

ーへおたずねください。

昭50.5.15現在

可動日 利用申込 利用見率 内訳(%)

月 数(刈 日数 (悶 小学校中学校高校少年団体構者研〉他

4月 25日 15日 60 % 一 58.22 26.05 15.71 

5月 25 22 88 38.56 24.18 5.63 13.91 17.69 

6月 25 24 96 61.42 13.58 15.64 9.34 

7月 27 27 100 34.66 59.28 4.96 1.08 

8月 27 23 85 27.43 32.74 11.55 16.07 12.19 

9月 23 20 86 79.94 一 2.74 17.30 

10月 26 20 76 88.79 一 7.46 3.73 

合計 178日 151日 84.83% 45.9% 29.1% 6.2% 10.3% 8.5% 

.75%は小中学校児童生徒です

・約 19%は指導者の養成に利用されてお η、今後まだまだのびるものと恩われます

.親子の利用(キャンプ生活)を望んでいます

B 

(1)呉羽少年自然の家における利用申込み状況(3)県青年の家の建物使用料

〉ぞ11和室または
講 主A比主

会議室

8.00-12.0。 200円 500円

12.00-17.0。 250 700 

17.00-22.0。 300 800 

8.00-17.0。 400 800 

12.00-22.0。 500 1，000 

8.00-22.00 700 1，200 .4万人の愛の血液を一

・県内で輸血用血液は、現在年間 4万本(約8，0002)が必要で す 。

9 

.献血はこわくない

人体内の血液量は、体重

の約6-8%で、 4千-5千

m.eあります。だから 、 2

百m.eの献血量は、全血液

の泊ですから、健康上な

んら支障はありません。

日 7 月 8 月

1 火 金 大門町

2 7.k 土 両岡市

3 木 日

4 金 新湊市 月 立 山町

5 土 両岡市 火 氷見市

6 日 7.k 滑 川市

7 月 富 山市 木 両岡市

8 火 金 小矢部市

9 水 滑川市 土 富 山 市

10 木 日 富 山市

11 金 城端町 月

12 土 両岡市 火 高岡市

13 日 富 山市 7.k 
14 月 木

15 火 小矢部市 金

16 7}く 土

17 木 庄 川町 日

18 金 小 杉 町 月

19 土 黒部市 火 大沢野町

20 日 新湊市 7.k 富 山市

21 月 上市町 木 婦中町

22 火 婦中町 金 新湊市

23 水 大山町 土 魚津市

24 木 氷見市 日

25 金 魚津市 月

26 土 富 山市 火

27 日 高岡市 7k 大島町

28 月 木

29 火 砺波市 金

30 水 入善町 土 富 山市

31 木 福岡町 日 高 岡市

移動採血車採血計画



空から拝見

上
市
町
は
、
新
川
平
野
の
中
央
か
ら
東
南
の
山
岳
地
帯
へ
長
く
の
び
て
い
る
。

北
ア
ル
プ
ス
連
山
か
ら
流
れ
出
る
上
市
川
・
白
岩
川
な
ど
の
扇
状
地
は
、
肥

沃
な
農
耕
地
帯
で
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
剣
岳
、
馬
場
島
、
大
岩
、
眼
目

な
ど
景
勝
地
が
多
い
。

富
山
市
を
中
核
と
す
る
広
域
生
活
圏
の
中
に
あ
っ
て
「
人
間
育
成
」
・
「
活
力

あ
ふ
れ
る
三
万
都
市
の
建
設
」
・
「
豊
か
な
福
祉
と
住
み
よ
い
環
境
」
こ
れ
ら
三

つ
の
柱
を
行
政
の
基
本
理
念
と
し
て
、

公
害
の
な
い
、
農
・
工
・
商
業
の
調
和

あ
る
発
展
が
、
歴
史
の
遺
産
を
生
か
し
つ
っ
た
く
ま
し
く
躍
動
し
て
い
る
。

快
適
で
魅
力
あ
る
町
||

そ
れ
が
上
市
町
で
あ
る
。



-国民健康保険(前頁⑧〉の加入(脱退)は必ず届けて下さい
(前頁の医療保険制度の番号と見比べて下さい) 自分の健康は自分で、管理しましよう

③に加入 していた方が①~

⑦に加 入した場合

①~⑦までの保険をやめた

方は⑧に加入す ることにな

りますので早く届けて下さい

だれもがいずれかの健康保

険lこ加入しています

・国民健康保険は医療保険制

度の中にあ る 8つの保険の

うちの 1つです。

-国民健康保険にはおも に農

林漁業や商庖などを経営す

る世 帯の方々が加入し県民

交通事故等で

他人から被害

をうけ国民健

康保険を使つ

場合

市役所や
町村役場ヘ

-手続きは 14日以内に

-保険証と認印を持参して

富山県の人口
1，073.681人
(50.3.31) 

の36%にあたる 38万 4千人

が被保険者となっています0

・国民健康保険は、 富 山県で

は35の市町村と 3つの国民

-市役所または町村役場へ

-国民健康保険の給付
健康保険組合が事業を行な

ています。

-被保険者資格

あなたはどの保険に加入していますか。

被
用
者

保
険

医療保険制度

だれもがいずれかの健康保険者に
加入していること になり ます。し
かし二重加入はできません。

保健
険康

/へ①
人大 健
と企 康
そ業保
のに 険
被 勤 組
扶め 合
養て
者い

る
'-'" 

/ヘ②
い 中政
る小 府
人企管
と業掌
そな 健
のど 康
被に 保
扶勤険
養め

芝JL

12 

ー
④
国
家
公
務
員

ー
⑤
地
方
公
務
員

各
種
共

I
済
組
合

γ
⑥
公
共
企
業
体
職
員

ー
⑦
私
立
学
校
職
員

r:=: 
る官
人公
と署
そな
のど
被 に
扶勤
養 め
者て

¥ー---

⑧
国
民
健
康
保
険

1
次
頁
参
照

へ①
か
ら
⑦
ま
で
に
該
当
し
な
い

人
は
す
べ
て
こ
/

/
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す

」

女療養の給付台療養費の支給 台高額療養費の支給 食 その他の給付

サ
*その他の給付

育児手当)

葬祭費 l
トを支給

助産費|

傷病手当 j

被保険者証

(f呆険:言正)は

大切に保 管

しましょ う

13 

139 
億円

険
付

(
7
割
)

保
給



学
校
賠
償
責
任
保
険
制
度
の
新
設

も
含
み
ま
す
。
つ
ま
り
、
学
校
の
全
教

育
活
動
、
た
と
え
ば
臨
海
学
校
や
工
場

見
学
中
の
事
故
な
ど
も
対
象
と
な
る
わ

け
で
す
。

を
す
る
な
ど
、
最
近
そ
の
機
会
が
ふ
え

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
う
い

っ
た
ば
あ
い
に
、
学
校
施
設

の
欠
陥
な
ど
に
よ
り
、
一
般
の
方
が
身

体
的
な
被
害
を
、
つ
け
た
場
合
に
も
、
こ

の
保
険
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

学
校
児
童

・
生
徒
、
さ
ら
に
は
一
般

人
を
も
対
象
と
し
て
学
校
教
育
活
動
や

学
校
施
設
利
用
の
際
の
事
故
補
償
に
対

処
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
教
育
活
動
や
一

般
の
方
の
学
校
施
設
利
用
、
教
育
参
加

の
い

っ
そ
う
の
活
発
化
を
は
か
ろ
う
と

学
校
開
放
施
設
等

利
用
の
お
と
な
に
も

学
校
の
児
童

・
生
徒
以
外
の
一
般
の

方
で
も
、
教
育
活
動
に
参
加
し
た
り

学
校
施
設
を
利
用
す
る
機
会
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
運
動
会
の
P
T
A
種
目

に
父
兄
が
参
加
す
る
、
母
親
学
級
の
料

理
教
室
で
調
理
器
具
を
扱
う
、
学
校
開

放
の
体
育
館
で
バ
レ

l
、
車
球
の
練
習

す
る
も
の
で
す
。

県
庁
の
み
な
さ
ん
、

お
元
気
で

し
が
と
く
に
う
れ
し
か

っ
た
こ
と

は
、
県
議
場
へ
は
い

っ
て
た
く
さ

す
か
。
わ
た
し
た
ち
の
学
級
は
み

ん
な
、
と
て
も
元
気
で
す
。

こ
の
あ
い
だ
は

い
ろ
い
ろ
な

大
切
な
お
部
屋
を
た
く
さ
ん
み
せ

て
い
た
だ
い
て

ほ
ん
と
、
つ
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
わ
た

神
保
小
学
校

県
庁
へ
訪
れ
る
小
学
生
は
、
社
会
科
で
県
の
し
く
み
を
勉
強
す
る
四
年

生
が
多
く
、

県
民
課
の
公
聴
係
で
は
、
わ
か
り
や
す
い
資
料
な
ど
を
用
意

し
て
、

県
庁
内
や
議
事
堂
を
案
内
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
見
学
を
し

た
児
童
か
ら
感
想
文
が
た
く
さ
ん
届
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
内
か
ら
一

つ
を
選
ん
で
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
県
庁
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

最
近
、
」
ど
も
の
学
校
事
故
が
激
増
し

て
い
ま
す
。
廊
下
で
こ
ろ
ん
だ
カ
ス
リ

傷
か
ら
、
体
育
の
授
業
中
に
と
び
箱
か

ら
落
ち
た
骨
折
や
理
科
の
時
聞
の
際
の

ヤ
ケ
ド
、
ク
ラ
ブ
活
動
中
の
事
故
な
ど

に
至
る
ま
で
程
度
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、

全
国
で
年
間
八
十
万
件
を
数
え
、
廃
疾

や
死
亡
と
い
う
大
事
故
だ
け
で
も
年
間

六
百
件
を
越
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
事
故
の
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
が
万
全
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
が
、
事
故
を
完
全
に
防
ぐ
こ

と
は
、
至
難
の
こ
と
と
い
え
ま
す
。

学
校
で
の
死
傷
事
故
に
備
え
て
、
現

在
、
日
本
学
校
安
全
会
の
災
害
共
済
給

付
制
度
が
あ
り
、
県
内
の
小
学
生
以
上

高
校
生
ま
で
の
全
員
が
加
入
し
て
い
ま

す
。
こ
の
掛
け
金
は
、
小

・
中
校
生
は

年
間
百
八
十
円
(
父
兄
と
市
町
村
が
半

額
ず
つ
負
担
)
、
高
校
生
は
三
百
円
(
定

時
制
は
百
十
円
)
で
、
死
亡
に
対
し
て

百
万
円
、
け
が
に
つ
い
て
は
そ
の
程
度

に
よ
っ
て
治
療
費
が
支
払
わ
れ
て
い
ま

学
校
事
故
の
補
償

l
l

す
。
と
こ
ろ
が
、
施
設
の
欠
陥
や
学
校

の
管
理
が
不
十
分
な
た
め
の
事
故
も
か

な
り
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
最
近
の
経
済

情
勢
で
は
見
舞
金
の
百
万
円
で
は
追
い

つ
け
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
故
が
相
つ
ぐ
と
、
事

故
の
法
的

・
道
義
的
責
任
追
求
を
恐
れ

る
あ
ま
り
、
学
校
の
指
導
が
消
極
的
に

な
っ
た
り
、
体
力
向
上
を
ね
ら
い
と
す

る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
さ
ま
た
げ
に
な

っ
た
り
し
て
い
る
点
を
重
視
し
て
、
県

教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
賠
償
責
任
保

険
制
度
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
保
険
は
、
県
教
委

・
市
町
村
教

委
が
損
害
保
険
会
社
と
契
約
し
、
保
険

料
の
全
額
を
公
費
負
担
し
ま
す
。
こ
の

た
め
県
で
は
、
昭
和
五
十
年
度
予
算
一

八
九
万
円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
特
殊
学
校
を
含
む
全
県
立
学
校
の

保
険
料
の
全
額
六
七
万
円
と
、
市
町
村

立
小
中
学
校
分
の
保
険
料
の
泌
の
補
助

金
で
あ
り
、
四
月
か
ら
発
足
の
予
定
で

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
と
し

三
月
末
、
全
国
町
村
会
に
お
い
て
町
村

立
学
校
の
た
め
の
学
校
管
理
者
賠
償
責

任
保
険
制
度
の
確
立
の
動
き
が
出
た
の

で
、
県
と
し
て
は
そ
の
実
施
を
ま
っ
て

既
定
方
針
ど
お
り
全
県
立
学
校
の
一
括

加
入
と
、
町
村
立
小
中
学
校
の
半
額
補

助
を
行
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
お
、

市
立
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
一
部
の

市
で
全
国
町
村
会
に
加
入
す
る
も
の
と
、

民
間
損
保
会
社
に
加
入
す
る
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
半
額
補
助
を
行

な
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

14 

保
険
の
対
象
と
な
る

「
学
校
施
設
」
と
は
:
・

校
舎
、
教
室
、
階
段
、
校
庭
、
運
動

場
、
プ
ー
ル
、
鉄
棒
、
門
、
塀
、
各
種

運
動
器
具
(
と
ぴ
箱
、
卓
球
台
)
、
各
種

教
育
器
具

(理
科
実
験
器
具
、
ピ
ア
ノ
、

机
、
椅
子
)
な
ど
。

保
険
の
対
象
と
な
る

「
教
育
活
動
」

と
は
・:

こ
れ
は
学
校
施
設
内
の
活
動
に
限
ら

ず
、
学
校
が
管
理
す
る
学
校
外
の
活
動

保 て て
保険

ん ん

険
ネ南 補 グ〉

グ〉

度額限
管内

対象
料

生

れたさ (学校2) 徒父・ 教育活 (校施学設1) 

一一
校学賠徒

事故 名に

名
一放開 兄動

につ

償責任保険
っき

つ 般施体育 等にの きー
き 人 の起暇か 五

の 人す因庇し
。。。

八
的人 設利 的損 る たま 。。円

四 損害用の害学童 は
0 万。 万円

銭 録登 校学
円

生の

童児
の (施学校2) 児 務 (校施学設1) 

一一 賠 全国
事故 名に

損的人 の人 起に イ責任保貰 町村会
徒生

につ
っき

害 設の 量的損三 す因 の き二
険 校学管名 暇 るま~I

J;; 0 
庇 童児庇 億。

つ にま 円 。 理
き よ ・ た

万
者

ー/」L、ー・ る 徒生は 円

円 般一入 国・ 校学業

ん
の
い
す
の
中
の
一
つ
に
す
わ
っ

た
と
き
で
、
と
て
も
た
の
し
く
て

四
年

議
員
に
な
れ
た
よ
、
つ
な
気
が
し
て

と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
わ

た
し
が
、
は
じ
め
て
、
げ
ん
関
に

は
い

っ
た
と
き、

げ
ん
関
が
白
か

県
庁
の
み
な
さ
ま
へ古

川
禎
子

っ
た
し
、
昭
和
十
年
に
た
て
ら
れ

た
と
い
わ
れ
た
の
で
、
お
城
に
は

い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
足
が
ふ

る
え
ま
し
た
。
ほ
ん
と
に
外
へ
出

て
ち
、
も
う
一
回
行
き
た
い
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
今
日
の
一
げ

ん
は
社
会
で
、
そ
の
と
き
、
み
ん

な
で
県
庁
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た

下
じ
き
で
、

勉
強
し
ま
し
た
。
み

ん
な
、
こ
の
下
じ
き
を
見
て
い

っ
し
よ
う
け
ん
め
い
発
表
し
ま
し

た
。
家
に
か
え
っ
て
お
か
あ
さ
ん

に
県
庁
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
、

い
ち
ば
ん
た
く
さ
ん
は
な
し
ま
し

た
。
お
か
あ
さ
ん
も
、
下
じ
き
を

15 

見
て「

あ
ん
た
い
い
も
ん
も
ろ
た
ぜ
。

お
札

い
う
て
き
た
ん
け
日

と
い
わ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は

「
、
つ
ん
/
・」

と
大
き
な
声
で
い
い
ま
し
た
。
わ

た
し
は

(
大
き
く
な
っ
て
も
県
庁

の
様
子
を
ぜ
っ
た
い
お
ぽ
え
て
い

ょ
う
ノ
)
と
思
い
ま
し
た
。
ほ
ん

と
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

県
庁
の
み
な
さ
ん
さ
よ
う
な
ら
。

五
月
二
十
一
日

水
曜
日
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暮らしむきあなたの家計は?

物価と家計簿

消費者動向予測調査結果から

今
回
は
、
経
済
企
画
庁
が
行
な
っ
て

い
る

「
消
費
者
動
向
予
測
調
査
(
昭
和

五
O
年
二
月
調
査
)
」
の
全
国
集
計
結
果

表
の
中
か
ら
、

私
達
に
と
っ
て
と
く
に

関
心
の
深
い
項
目
の
い
く
つ
か
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
、
っ
。

な
お
、
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
普
通

世
帯
約
二
、
四
O
O万
の
中
か
ら
無
作

為
に
抽
出
し
た
五
、
五
O
八
世
帯
に
つ
い

て
毎
年
四
国
家
計
消
費
支
出
の
実
績
や

見
通
し
、
貯
蓄
や
消
費
者
の
意
識
な
ど

を
調
査
し
た
も
の
で
す
。
富
山
県
で
は
、

四
市一

町
(富
山
市
・新
湊
市
・滑
川
市
・

砺
波
市
・小
杉
町
)
が
対
象
と
な
っ
て
お

り、

調
査
世
帯
数
は
七
二
世
帯
で
す
。

図1家計収支の状況 (各年2月期)

47年

48年

何年

50年

図4暮らしむき(1年前とくらべ)

55.4 % 

50.0 

43.0 

悪い

-
消
費
者
の
意
識

明
る
さ
を
取
り
も
ど
す

消
費
者
の
意
識
調
査
に
つ
い
て
み
る

と
、
暮
ら
し
む
き
に
関
す
る
調
査
で
は
、

一
年
前
と
く
ら
べ
暮
ら
し
む
き
が
「
悪

く
な
っ
た
」
と
す
る
者
が
四
六

・
一二がれ

と
な
り
前
回

(
四
九
年
一
一
月
調
査
)

よ
り
少
な
く
、
ま
た
、
「
変
わ
ら
な
い
」

と
す
る
者
が
四
七

・
五
が
れ
と
増
加
し
ま

し
た
。
(
図
四
参
照
)

一
方
、
今
後
一
年
聞
の
暮
必
し
む
き

に
つ
い
て
は
、
「
悪
く
な
る
」
と
予
想
す

る
者
が
四
四

・
入
計
と
前
回
よ
り
減
少

し
、
「
変
わ
ら
な
い
」
と
す
る
者
が
五
一

・

o
rと
増
加
し
ま
し
た
。
「
悪
く
な

る
」
と
予
想
す
る
者
が
ほ
ぼ
一
年
半
ぶ

り
で
過
半
数
を
下
ま
わ
っ
た
の
が
注
目

さ
れ
ま
す。

(
図
五
参
照
)

54.6 

58.5 % 

図5今後 1年間の暮らしむき

53.3 

50.9 

55.8 

物
価
上
昇
に
関
す
る
調
査
で
は
、
「
今

後
一
年
間
の
物
価
上
昇
率
は
ど
う
な
る

と
思
い
ま
す
か
」
の
問
に
対
し
、
「
高
く

な
る
」
と
す
る
者
が
三
四
二
二
折
、
「
変

わ
ら
な
い
L

と
す
る
者
が
三
三
・四
折
、

「
低
く
な
る
」
と
す
る
者
が
三
二
・三一行

低〈なる

8 % 

図6今後1年間の消費者物価の上昇率

48年 2月

48年 8月

49年 2月

49年 8月

-
貯
蓄
・
繰
り
越
し
世
帯
増
え
る

昭
和
四
九
年
冬
期

(四
九
・

二一
l
J

五
0
・
二
)
に
お
け
る
家
計
収
支
の
状

況
は
、
「
貯
蓄
・繰
り
越
し
」

を
し
た
世

帯
が
四
六

・
三
が
れ
と
な
っ
て
、
い
ま
ま

で
の
冬
期
調
査
の
う
ち
で
は
最
高
の
割

合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
(
図
一
参
照
)

-
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
も
貯
蓄
に

冬
期
ボ
ー
ナ
ス
は
、
勤
労
世
帯
の
八

八

・
四
が
わ
が
支
給
を
受
け
、
一

世
帯
あ

た
り
平
均
約
三
一
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
使
い
み
ち
は
、
「
貯
蓄
」
が
五

三

・
七
折
、
「
買
物
」
が
一
九

・
八
が
れ
の

図2ボーナスの使途割合(各年2月期)

47年

48年

49年

50年

44.8 

と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
な
り
ま
し
た
。

(
図
六
参
照
)

耐
久
消
費
財
の
購
入
に
関
す
る
調
査

で
は
、

「買
い
時
で
な
い
」
と
す
る
者
が

四
六

・
九
削
れ
と
な
り
一
年
前
の
六
四

・

六
行
と
比
べ
大
幅
に
減
っ
た
の
が
目
立

ち
ま
す
。
(
図
七
参
照
)

こ
の
よ
う
に
暮
ら
し
む
き
、
物
価
上

弁
に
対
す
る
消
費
者
の
意
識
は
物
価
鎮

貯
化
に
よ
っ
て
明
る
い
方
向
へ
と
進
ん

L

い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
が
、

実
際
に
は
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
か
注

目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
今
回
は
全
国
集
計
分
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
富
山
県
分
に
つ
い
て
は

現
在
集
計
分
析
中
で
す
の
で
、
別
の
機

会
に
ま
た
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

図7耐久消費財の買い時
買い時 「 買い時でない
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図3主要耐久消費財の普及率(各年2月期)
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割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

年
前
の
同

じ
時
期
に
比
べ
「
貯
蓄
」
の
割
合
が
増

え
、
過
去
最
高
と
な
っ
た
反
面
「
買
物
」

の
割
合
が
減
っ
て
初
め
て
二

o
rを
割

り
ま
し
た
。

(
図
二
参
照
)

労
世
帯
、
専
業
農
家
世
帯
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。
品
目
別
で
は
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
、
電
気
こ
た
つ
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

が
多
く
購
入
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

買
い
増
し
し
た
世
帯
の
多
い
の
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
五
O
年
二
月
末

現
在
の
主
要
耐
久
消
費
財
の
普
及
率
を

み
る
と
、
最
も
多
い
も
の
は
電
気
洗
た

く
機
で
、
電
気
・
ガ
ス
冷
蔵
庫
、
扇
風

機
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
一

0

年
間
で
普
及
率
が
著
し
く
伸
び
た
も
の

は
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
で
、
反
対
に
白
黒
テ

レ
ビ
は
、
毎
年
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

(
図
三
参
照
)

-
普
及
著
し
い
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

昭
和
四
九
年
冬
期
(
四
九

・
一二

i

五
0
・
二
)
の
耐
久
消
費
財
の
購
入
額

は
、
一
世
帯
あ
た
り
平
均
約
四
五
万
円

で
一
年
前
の
同
じ
時
期
に
比
べ
一
三

・

三
行
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
帯

主
の
職
業
別
で
は
、
兼
業
農
家
世
帯
が

約
五
四
万
円
で
最
も
多
く
、
つ
い
で
勤

富山市の品目別価格(5月分)

品目 銘 キ丙 単位
{而キ各 4月からみ

口口 目 銘 中件j 単位 f(iIH円キ谷) た4 」月二Jか~I主ら将み。(同) た上手持辛制

食パン 普通品 1 kg 275 3.0 み そ 並、袋入(lkg入 ) l袋 231 0.4 

即ラー席 メン 即席中華めん袋入り 100g 47 0 砂 糖 上白 1 kg 294 1.7 

あ じ まあじ丸(長き約15cm以上) 100g 98 18.1 レモン 1個約110g、「サンキスト 」 1 kg 2，500 614.3 

さ ti 丸(長さ約25cm-35cm) 100g 31 24.0 パナナ 1 kg 202 ム6.0

し、 台、 するめいか 100g 80 ム20.8 ち り 紙 白ちり 3号、クレープ付 800枚 160 。

牛 肉 中 100g 248 0 せ1先んたく用斉IJ 合(2成.65洗kg剤入、)粒 状 箱 入 1箱 653 。

豚 肉 中 100g 168 0 ベニヤ板 2ラ類ワ1等ン(材18、2c普m通X9合1c板mX、2J.7A 日S) 1 車交 295 。

ノ、 ム プレスハム、上 100g 168 O ワイ (シJ昆ャキ方ツ) ブカッロター一ド8、0ポ番リ手エ、ス白ア、ノ普レj通昆紡品 l枚 2，100 。

牛 手L 加工乳(200c.c入 )月極め 1本 45 0 せんたく代 綿配達、、ワ料イ金シ後ャ払ツ(いカ y ター) l枚 105 。

鶏 卵 l個約60g 1 kg 338 ム15.1 灯 t由 自灯油、詰替売り、配達 18.e 628 。

キャベツ 1 kg 56 ム34.9
フ。ロノマン

家庭用、 10旬、容器代除く 1本 1，500 。ガス

ほうれん草 1 kg .180 32.4 す自了 動 車 無鉛ガソリン現金売り 1 .e 113 。ソリ ン

大 根 1 kg 144 234.9 理髪料 大人調竪(洗髭を含む) 1回 1，475 。

大 !fl. 黄白豆 100g 24 
ノマーマネ ン

コールド(セ ッ トを含む) 1回 。。ト ft 3，500 

しょう油
波「キ口・、上・びん詰印(2.e入) 1本 。 ノトマンッ アキンイ スグ →ナナイイロ ン1005%-、プレー ン

y コーーーすン 」 435 ズ M 、15-20デニール l足 200 。

オフ

50年 2月

2王・生鮮食料品は上・中 ・下旬の平均価格、 その他の品目は中旬の価格です。ム印は、マ イナスを示 してい ます。



-県政のうごき

5月q日.第46回メーデー

五月晴れの 1日、第46回メーデーが富山市城祉公園

の中央会場はじめ県内22会場に、約 5万人の勤労者が

集まって聞かれました。

例年通り家族連れ、男女同伴組などののどかな風景

もみられましたが、昨年のような派手なデコレーショ

ンはすっかり影をひそめ、かわりに賃上げ、インフレ

物価高を訴えたプラカードの目立つ、例年になく厳し

いメーデーとなりました 。

5月4日.国勢調査県実施本部発足

ことし 10月に行なわれる国勢調査をひかえ、県は塩

谷総務部長を本部長とする実施本部をスタートさせ、

準備作業に入りました。

国勢調査はことしで12回目。 今回は調査対象人口が

ふえていることや過密過疎、老齢化、核家族化その他社会

問題に対処するための資料づくりがあ り、調査事業の

規模は史上最大といわれています。県本部では10月 1

日から 5日間にわたり、5，465人の調査員を動員する予

定です。

5月4日.カドミ汚染田を「緑の国」に

県はこのほど、婦中町上轡団地内のカドミウム汚染

田を利用、公害に耐える樹木の見本国やお年寄りにいこ
/ 

いのひとときを楽しんでもらう老人栽培固などを盛り

込んだ「緑の国」をつくろうと、県緑化センターの全

体計画をまとめました。

4か年にわたり、耐公害樹木園、老人栽培聞のほか、

県特有の木を集めるふるさとの森、緑化木の種子をと

る親木の母樹園や緑化指導館、種子貯蔵庫なども設け、

緑化木を生産して県内に供給する予定です。

輯曹蝿蝿醸蝿瞳蝿盟醜輯醐

5月 4 日~31日

5月2日er;おおやま国体」実行委員会

「おおやま国体」の50年度第 1回県実行委員会が聞

かれ、 50年度の業務推進計画と予算が承認されました。

まず、運営の基本方針として①国民スポーツの祭典

にふさわしい簡素化②参加者が最良のコンディショ ン

でプレーできる運営③まごころをこめた運営④選手と

県民が一体とな って大会に参加する⑤冬の自然、に親し

み屋外でスポーツする心を養う、の 5本柱を承認し、

次いで予算総額9，120万円が決まりました。

また23日には、県民会館で選手・役員の標準献立の

試作 ・試食会が聞かれ、朝食 7、.昼食 7、夕食 7、の

21例とも「ボリュームも味もまずまず」と太鼓判が押

きれました。

5月2日.夏期大学ことしは高岡で、も

県教育委員会は 2日、ことしで 2回目にあたる県民

大学夏期大学のテーマと実施時期、講師を決めました。

テーマは昨年と同じく「豊かな人間性を求めて」です

が、昨年の富山会場(県教育文化会館ホール)のほか、

ことしは高岡会場(高岡商工ビルホール)でも聞かれま

す。講師には各界からの多彩な顔ぶれが予定され、昨

年以上の充実が期待されています。

5月ア日.県議会総織議会聞かれる

4月13日の県議選で新しく選ばれた議員46人が全員

出席し、 7日県議会組織議会が聞かれました。

議長には鹿熊安正氏、副議長には石沢義文氏が選ば

れたほか、新しい議会の役員、各委員会の割りふりが

決まり、県政にのぞむ新陣容が整えられました。

5月12日.春の全国交通安全運動

12日から全国交通安全運動が一斉に始まり、県警で

は21日までの期間中「スピードを落そう」をスロ一方、

ンに 、生活道路網の整備、広報活動の推進、交通安全

教育の充実、交通指導取り締まりの強化を 4本柱に強

力な運動を展開しました。

初日の12日朝には中田知事らが久本県警本部長とと

もに、富山市内 2か所で街頭視察を行ない、事故防止

を日乎び、かけました。

5月12日.春の叙勲伝達式

県内から春の叙勲を受けた方は49人。 うち、自治 ・

厚生 ・消防 3省庁関係の17人の方に対する叙勲伝達式

が県庁特別室で行なわれ、全員が出席、中田知事から

ひとりずっ勲記と勲章が手渡されました。

5月12日.配合飼料を安く

飼料費増高による県内育産農家の経営ノfンクを防止

するため、県の行政指導により配合飼料価格安定基金

協会の設立が認可され、本格的に業務を開始しました。

配合飼料を使用している県内の家畜飼養農家数は約

2千。価格の異常な高騰と激変ぶりに苦しめられてき

たこれら農家の畜産経営に基金協会が大きな役割を果

たすことが期待されます。

5月17日.カナダ青年県内見学

17日、県海外青年交流協議会の招きで、カナダ青年

代表団20人が来県。ひとりずっ県内の家庭に民宿し、

学校、福祉施設、企業などを訪問、県民との交流を深

めました。 19日には県庁に中田知事を表敬訪問し、 21

日新潟県へ向かいました。

5月19日.教員、初十派遣

県教育委員会は19日、 50年度の教員海外派遣(短期)

それぞれ、 6月12日まで欧米諸都市を訪問、教育文化

施設や社会体育施設などを視察したのち帰国しました。

5月23日.立山で夏山びらき

「立山雪の祭典」が23日、室堂平周辺で華やかに繰

りひろげられました。この日の立山は、畳には雲ひと

つない快晴。祭典は、いまなお10数はの雪の廊下とな

ってい る大谷でテープカ ッ トをして、ことしの夏山聞

きを祝いました。 このあと、雄山山頂から運ばれたご

神火でタイマツに火をつけ、ことしの夏山の安全祈願

がなされました。

5月26日.運転教育センターオープン

国道 8号線沿いの富山市針原地内につくられていた

県運転教育センターが、交通公園など一部を除いて完

成、 26日にオープンしました。運転免許業務のほか、

7月 1日からは、ブロ ック別に分散していた更新時講

習と更新検査が同センターで集中的におこなわれるこ

とになりました。 さらに、近い将来、更新免許の即日

交付を実施する予定です。

5月27日・「楚ミ語る婦人のつど¥.'J 

ことし初の「知事と語る婦人のつどい」が27日、八

尾町中央公民館で聞かれました。集ま った婦人は約200

人。中田知事が県政の概況を説明したあと質疑応答に

うつり、婦人たちから、児童クラブ、保育所、チビ つ

子広場など福祉と社会教育の充実などの要望が出され

ました。

5月31日.県高校総体開く

高校スポーツの祭典、 50年度富山県高校総合体育大

会が31日、富山市を中心に30会場で 3日間の大会の幕

をあけ、連日熱戦が展開されました。大会を週末の 3

日間に集中する方式をと ってことしで 3年目 。一般生

徒も応援、観戦という形で参加し、融和と親交と技術

の県団員54人を決定。団員はアメリカ団26人主ヨーロ の向上をはかろうという同大会の意義も定着してきた

ツパ団28人に分かれ、 28口羽田空港を出発しました。 観のあることしの総体となりました。
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遊びの中で交通ルールを
地
方
〈
高
校
開
放
〉

講
座
が
始
ま
る

校
地
方
講
座
(
高
校
開
放
講
座
)
が
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

各
高
校
の
設
備
や
機
能
、
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
日

常
生
活
に
直
結
す
る
知
識
や
技
術
な
ど
豊
か
な
趣
味
性
を

養
う
こ
と
が
で
き
る
学
習
を
、
二
疋
期
間
継
続
的
に
行
な

う
も
の
で
す
。

広
く
県
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
親
し
む
学
習
の
「
場
」

と
「
機
会
」
を
提
供
し
よ
う
と
、
別
表
の
と
お
り
県
民
大
学

受
講
者
は
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
、
教
え
た
り
教
え

ら
れ
た
り
、
楽
し
い
学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

講講座座の開テ設ー校マと 主な学習内容 実施日 ・回数

入善高校 -観賞菊の繁殖と仕立て方 %-九 13回

暮らしに -サツキの育て方 -観賞菊の鉢上げ‘と夏の管理 土曜日

緑と花を -らん類おもとの作り方 -園芸植物の病虫害と防除 13.30-16.30 

-庭園の見学研修

雄 峰 高 校 -陶芸(手造・成形) -七宝焼 15-% 15回

情操を豊かに -油絵デッサン、静物写生、作品鑑賞 主として金ま

(創る ・描く・歌 -リズム運動 たは月曜日

う・律動) -歌唱、合奏、音楽鑑賞 13.30-16.30 

中央農業高校 -大輪ぎく(鉢植)の作り方 15-% 14回

専攻科教場 -観葉植物のふやし方、育て方 主として土曜日
富山市太郎丸

-庭木の整枝・せん定のし方、病虫害防除 13.30-16.30 

暮らしに自然を -盆栽の越冬管理と冬の観賞、庭園見学

-趣味の園芸一 -寄せ植え盆栽の作り方

志貴野高校 -家庭電気器具の使い方、簡単な修理 15-% 16回

-健康で、安全な食品(汚染の防ぎ方と対策) 土曜日
暮らしの安全と

-住まいの安全とロックの機構 13.30-16.30 
健康を守る科学

-家計の合理化(経済的なものの見方)

-楽しいスポーツ、レクリェーション、ホームルーム

小杉高校 -乳酸飲料の作り方 -季節野菜の作り方 %-% 14回
-花井盆栽の仕立方 -レクリェーション 土曜日

豊かな暮らしと
-庭木の栽植と管理 -ジャムの作り方 13.00-17.0。

趣味の園芸
-手づくり料理 -食肉の知識と鶏の解体

福 野 高 校 -家庭用花井園、果樹園の手入れ 九-% 14回

-肉、内臓の簡単な加工法 -レクリェーション 土曜日 午後
自然と趣味を生

-おいしいノぞン、ジャムの作り方
かした生活設計

-家庭でできるコ ンクリートの配合

-庭木の手入れ、防除のし方

県民大学校地方(高校開放)講座

る幼児。遊びの中に交通安全の実地訓練を繰り返し

て、ルールを覚えきせていくことが何よりも良いこ

とです。そのためには、幼児のもつ特性を知ってお

きましょう。

交通安全に関する幼児の特性

心身共に未熟な幼児を交通事故から守るためには

まずその特性を理解して、きめの細かい、 無理のな

い交通ルールの教え方をしなければなりません。

活動的な遊びの中で、のびのびと育てる必要のあ

放
送
通
信
講
座
の
開
設

家
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望
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化
の
交
流
」

N
H
K
の
テ
キ
・
す
る
。

ム
講
座

ス
ト
利
用

ム
そ
の
他

O
昭
和
五
十
年
八
月
1
五
十
一
年
三
月

無
料
(
た
だ
し
N
H
K
テ
キ

の
毎
週
木
曜
日
教
育
テ
レ
ビ
午
後
八

時
j
九
時
も
土
曜
日
に
再
放
山
零

口
幼
児
教
育
講
座
(K
N
B
)

O
「
マ
マ
き
い
て
グ
わ
た
し
は
3
歳
」

O
昭
和
五
十
年
八
月
i
五
十
一
年
三
月

の
毎
週
日
曜
日
午
前
八
時
十
五
分
i

八
時
三
十
分
。
土
曜
日
に
再
放
送

付
家
庭
で
希
望
講
座
を
継
続
視
聴
し
、

内
容
の
感
想
や
疑
問
点
等
を
「
視
聴
ノ

ー
ト
」
に
記
入
等
の
方
法
で
学
習
し
、

ム
募
集
人
員

ム
学
習
方
法

受
講
料

ス
ト
は
各
自
購
入

受
講
申
込

六
月
二
十
五
日
1
七
月
十

九
日

一
講
座
二
O
O名

富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号

富
山
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
振
興

課

T
E
L
O
七
六
四
l
二二

l
四
二

一
(
内
線
二
七
七
・
二
七
八
)

申
込
方
法

郵
便
番
号

・
住
所

・
氏
名

.
年
令
・
性
別
・
職
業
・
連
絡
電
話
番

号
・
希
望
講
座
名
を
は
が
き
に
記
入
し

て
送
る
か
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

記
事
中
の
訂
正
に
つ
い
て

六
月
号
(
必
打
)
2
頁
「
中
国
を
こ
の
目
で
」
の
文
中
「
生
命
節
」
と
あ
る
の

は
「
清
明
節
」
の
誤
り
で
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ものごとを単純にしか理解できない一つのものに注意がむくと、まわりのものが目に

入らない

申
込
先

大人に依存しやすい抽象的な言葉だけではよく理解できない

大人のまねをする

物かげて'遊ぶ傾向がある応用動作がきかない

20 

しかし、交通事故から「こども」を守ろうという

あまりに、恐怖感だけを与える教育は避け、また一

方、過保護におちいらないようにしましょう。
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極楽坂スキー場

粟巣野スキー場

すA山;二美と力と友情と
ひんなの力で成功させよう・会期4日間昭和問2月14自国酪 2月~日図】

f 
みなさんの県民課から「お知らせ」 、

みなさんの県民課は、県庁の豆関の右側にありま

す。県民課は¥県民のみなさんのご意見やご希望、

ご相談を受け県政に反映する 〈公聴係〉 と、県の施

策をみなさんに一巳も早くお知らせする 〈広報係〉

ガあって¥みなさんと県とのパイプ役としての次の

ような仕事をしています。

・テレビ「みん怠の県政」 でお楽しみ下さい。

*北日本放送(KNB) 

自週の日曜日、午前9時から30分間力ラー放送

小学生のコ ラス紹介、県施策を対談 ・座談会など

でわかりやすく解説しています。

*富山テレビ (T34) 

自週の月曜日から土曜日までの包目、午後5時45分

から5分間力ラ放送

県からのお知らせ、一口メモ、若者の広場、万なさ

んの声などをユニークに放送。

・月刊誌「みんなの県政」 は包月5日頃に発行

県政の施策の解説、生活知識など登載しています。

-新聞「みんなの県政J は4紙に登載

自月の最終土曜日に、北日本 ・富山 ・読売 ・北陸中

日の各新聞に、県政の最近の動きや虫近なお知らせ

を載せています0

・ご相談ごとはお気軽!こ県民相議室へ

生活よのご相談、県政への希望、ご意見など、気軽

に次の相談室をご利用ください。

富山県県民課

干930富山市新総由踊1の7n(0764)31-4111 

高岡地方県民相談室

干933高岡市赤祖父211高岡総合庁舎内

宮 (0766)21-9411

魚津地方県民相談室

干937魚津市新宿10-7魚津総合庁吉内

n( 0765)24 -5311 

砺波地方県民相談室

干939-13砺波市幸町1-7砺波総合庁吉内

宮 (07633)3-5151 

.みんなの県政7月号Ko.7S.企画発行富山県県民生活局県民諜富山市新総曲輪 1の7ft31-4111〒930


	01
	02
	03

